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五城目町地域活性化支援センター

合同企業セミナー（青森公立大学）

合同企業セミナー（青森大学）リニューアルで明るくなった信号機

　

公
共
施
設
等
視
察
会
が
10
月
７

日
（
月
）
に
行
わ
れ
、
西
理
事
長

他
組
合
員
ら
13
名
が
参
加
し
、
秋

田
県
に
あ
る
「
亀
の
町
か
め
の
ち
ょ
う

ス
ト
ア
」
等
を
視
察
し
た
。

　

亀
の
町
ス
ト
ア
は
秋
田
市
の
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
㈱
Ｓ
ｅ
ｅ　

Ｖ
ｉ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
シ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ズ

が
同
市
亀

の
町
に
あ
る
築
50
年
の
３
階
建
て

ビ
ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
１

階
は
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
＆
デ

リ
、
２
・
３
階
は
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
。
１

階
の
店
舗
は
曜
日
・
時
間
帯
関
係

な
く
盛
況
だ
。

　

隣
接
す
る
ヤ
マ
キ
ウ
南
倉
庫
も
、

同
社
が
築
43
年
の
２
階
建
て
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
今
年
の

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
。

１
階
・
中
２
階
に
は
食
材
店
や
家

具
店
等
、
こ
だ
わ
り
の
品
を
取
り

扱
う
10
の
シ
ョ
ッ
プ
が
入
る
。
ま

た
、
２
階
に
は
設
計
事
務
所
な
ど

６
つ
の
オ
フ
ィ
ス
が
入
居
す
る
他
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
併
設

さ
れ
一
般
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
。

同
社
は
他
に
も
同
エ
リ
ア
に
中
古

物
件
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
飲

食
店
を
３
店
舗
出
店
。
こ
れ
に
よ

り
人
の
往
来
が
増
え
エ
リ
ア
全
体

に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
他
の
事
業
者

も
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
空
き
物

件
が
０
に
な
っ
た
。

　

視
察
会
で
は
他
に
も
秋
田
市
か

ら
北
に
30
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る

「
五
城
目
町
ご
じ
ょ
う
め
ま
ち
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
閉
校
し
た
小
学

校
の
校
舎
を
町
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
起
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
な
ど
を
実
施
す
る
事
業
者
を
支

援
す
る
施
設
と
し
て
２
０
１
３
年

10
月
に
開
設
。
現
在
は
（
一
社
）

ド
チ
ャ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
に
運
営
が

引
き
継
が
れ
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ド
ロ

ー
ン
、
美
容
室
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
企
業
11
社
が
入
居
。
入
居

者
同
士
で
の
協
業
や
、
入
居
者
が

中
心
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
で
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

県
内
の
５
つ
の
卸
団
地
で
運
営

す
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
で
は
、
10
月
２
日
（
水
）
に
青

森
公
立
大
学
、
10
月
11
日
（
金
）

に
青
森
大
学
で
秋
季
合
同
企
業
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
両
大
学
合
わ
せ

て
約
２
５
０
名
の
学
生
が
参
加
し

た
。

　

組
合
員
企
業
20
社
あ
ま
り
が
設

け
た
企
業
ブ
ー
ス
で
は
、
学
生
達

が
説
明
内
容
を
メ
モ
し
た
り
熱
心

　

こ
の
た
び
、
問
屋
町
会
館
前
交

差
点
の
信
号
機
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
。

　

今
回
の
信
号
機
の
入
れ
替
え
は

青
森
警
察
署
が
実
施
。
電
球
タ
イ

プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
更
新
さ

れ
た
こ
と
で
、
信
号
機
が
よ
り
見

や
す
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
て
、
こ
れ
ま
で
未
整
備
で
あ
っ

た
同
交
差
点
の
枝
線
道
路
横
断
用

の
歩
行
者
専
用
信
号
機
が
新
設
。

昨
夏
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
進
出
し

ヤマキウ南倉庫前にて記念撮影

に
質
問
す
る
な
ど
し
て
理
解
を
深

め
て
い
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
企
業
の
担
当

者
は
、「
学
生
と
の
接
点
を
増
や
す

事
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
う
の
で
、

是
非
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ほ

し
い
」
と
、
事
業
の
継
続
開
催
を

望
む
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

組
合
で
は
引
き
続
き
、
卸
団
地

そ
の
も
の
や
組
合
員
企
業
の
知
名

度
向
上
、
採
用
機
会
の
拡
大
を
目

的
に
共
同
求
人
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

た
こ
と
に
よ
り
通
行
量
が
増
加
し

た
同
交
差
点
の
安
全
対
策
が
図
ら

れ
た
。

亀の町ストア
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リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
学
ぶ

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
学
ぶ

公
共
施
設
等
視
察
会

公
共
施
設
等
視
察
会

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

会
館
前
信
号
機
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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第
５
回
理
事
会
が
10
月
28
日

（
月
）
に
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
２
０
１

９
年
度
決
算
予
想
や
青
森
県
流
通

団
地
連
絡
協
議
会
第
33
回
通
常
総

会
の
開
催
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
組
合
員
の
隣
地
買
増
に

つ
い
て

案
件
二
．
２
０
１
９
年
度
第
６
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

ドライバーにチラシを手渡し

横断幕を掲げ安全運転呼びかけ

組合員昼食会集団健康診断

　

先
日
、
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
８
千
日
を
達
成
し
た
青
森

交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支
部
で

は
、
10
月
29
日
（
火
）
に
今
年
度

最
後
と
な
る
第
４
回
交
通
安
全
街

頭
指
導
を
実
施
し
た
。

　

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
で
行
わ
れ

た
同
活
動
に
は
、
同
支
部
会
員
73

名
の
参
加
に
加
え
、
八
甲
田
交

番
か
ら
警
察
官
２
名
も
立
ち
合

い
。
八
ツ
役
五
叉
路
交
差
点
に
お

い
て
信
号
待
ち
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
「
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
の
歩

行
者
優
先
」
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ

シ
を
手
渡
し
た
。
ま
た
合
わ
せ
て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
も
行
わ

れ
、
今
回
の
未
着
用
者
は
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
。

　

今
年
度
の
交
通
安
全
街
頭
指
導

に
は
74
社
か
ら
延
べ
２
７
７
名
が

参
加
。
問
屋
町
内
の
事
故
撲
滅
に

向
け
、
安
全
運
転
の
励
行
を
懸
命

に
呼
び
か
け
た
。

健
康
診
断
を
実
施
し
た
。
同
健
康

診
断
は
組
合
員
だ
け
で
な
く
隣
接

す
る
中
央
卸
売
市
場
も
合
わ
せ
、

３
４
２
名
も
の
従
業
員
が
受
診
し

た
。

　

今
年
度
の
集
団
健
康
診
断
は
２

回
で
計
６
０
４
名
が
受
診
。
ま
た

「
問
屋
町
地
区
健
康
診
断
」
と
銘

打
っ
た
一
般
向
け
の
健
康
診
断
も

３
回
実
施
さ
れ
、
57
名
が
健
診
を

受
け
た
。

　

問
屋
町
会
館
で
実
施
す
る
健
康

診
断
で
は
、
通
常
の
定
期
健
康
診

断
に
加
え
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
も
受
診
可
能
。
専
用
バ

ス
に
て
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
も

行
う
。
ま
た
、
採
血
に
よ
る
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
検
査
な
ど
の
各
種
オ
プ

シ
ョ
ン
検
診
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
さ

せ
て
い
る
。

　

組
合
で
は
健
康
づ
く
り
の
第
一

歩
と
な
る
健
康
診
断
の
受
診
率
向

上
に
向
け
、
よ
り
受
診
し
や
す
い

環
境
整
備
に
努
め
、
受
診
を
勧
奨

す
る
。

　

10
月
３
日
（
木
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
に
て
組
合
員
昼
食

会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
員
ら
44
名

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
普
段
パ

ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い
る
定
型
業
務

を
自
動
化
し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

ピ
ー
・
シ
ー
・
エ
ー
㈱
東
北
営
業

所
の
三
宅
所
長
が
説
明
し
た
。

　

三
宅
所
長
は
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
、

普
段
パ
ソ
コ
ン
上
で
行
っ
て
い
る

業
務
の
自
動
化
の
こ
と
。
全
て
の

仕
事
が
自
動
化
出
来
る
わ
け
で
は

な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
る
事
が

出
来
る
定
型
作
業
の
み
を
Ｒ
Ｐ
Ａ

化
す
る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
だ
け
で

は
自
動
化
は
で
き
ず
、
業
務
整
理

や
手
作
業
な
ど
標
準
化
さ
れ
て
い

な
い
業
務
の
一
部
シ
ス
テ
ム
化
が

必
要
と
な
る
。Ｒ
Ｐ
Ａ
製
品
の『
Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｆ
セ
ル
フ

』
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ

開
発
機
能
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
融
合
し
た

唯
一
の
業
務
効
率
化
ツ
ー
ル
で
、

簡
単
な
画
面
操
作
に
よ
り
自
分
で

作
成
し
保
守
も
で
き
る
」と
Ｐ
Ｒ
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
化
を
検
討
す
る
に
あ
た
り

重
要
な
こ
と
と
し
て
、「
優
先
度

の
高
い
も
の
な
の
か
担
当
者
に
し

か
出
来
な
い
も
の
な
の
か
、
ま
ず

は
す
べ
て
の
仕
事
を
当
て
は
め
て

み
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、
不
要
な

仕
事
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
時
に

捨
て
る
こ
と
も
大
切
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

続
い
て
組
合
員
の
㈱
マ
キ
ュ
レ

よ
り
取
扱
い
商
品
に
つ
い
て
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

　

同
社
の
若
木
氏
は
「
当
社
を
代

表
す
る
『
り
ん
ご
茶
』
は
青
森
県

産
り
ん
ご
を
ま
る
ご
と
使
用
し
て

お
り
、
実
と
皮
を
乾
燥
、
焙
煎
し

た
完
全
無
添
加
の
製
品
。他
に
も
、

り
ん
ご
そ
の
も
の
の
お
い
し
さ
が

つ
ま
っ
た
『
林
檎
け
ん
ぴ
』、
鹿

児
島
産
の
大
麦
若
葉
や
青
森
り
ん

ご
、
青
森
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
を

使
っ
た
飲
み
や
す
い
青
汁
『
Ａ
Ｏ

＋
エ
ー
オ
ー
プ
ラ
ス

』
な
ど
を
製
造
販
売

し
て
い
る
」
と
紹
介
。

　

今
年
４
月
に
は
第
二
問
屋
町
に

あ
る
同
社
内
に
『
マ
キ
ュ
レ
ハ
ウ

　

組
合
で
は
10
月
８
日
（
火
）
か

ら
11
日
（
金
）
ま
で
の
４
日
間
、

問
屋
町
会
館
２
階
大
会
議
室
に
お

い
て
今
年
度
２
回
目
と
な
る
集
団

ス
』
を
オ
ー
プ
ン
。「
マ
キ
ュ
レ

ハ
ウ
ス
で
は
当
社
製
品
を
体
感
で

き
、
り
ん
ご
を
使
っ
た
焼
き
菓
子

な
ど
の
商
品
も
提
供
し
て
い
る
。

ス
イ
ー
ツ
ギ
フ
ト
な
ど
も
取
り

扱
っ
て
お
り
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
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組
合
員
の
隣
地
買
増
等
に
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合
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地
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承
認

つ
い
て
承
認

第
５
回
理
事
会

第
５
回
理
事
会

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

健
康
づ
く
り
の
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一
歩

集
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健
康
診
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を
実
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集
団
健
康
診
断
を
実
施
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Ｐ
Ａ
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い
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ど
学
ぶ

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
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い
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な
ど
学
ぶ

組
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会

組
合
員
昼
食
会

街
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け

街
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指
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部
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部



EneJet問屋町

EneJet問屋町店
0172-33-8131 0172-33-6800

公立大学法人　青森公立大学
理事長

八桁　幸男  氏

10
月

２
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

　
　

（
青
森
公
立
大
学
）

３
日
▽
組
合
員
昼
食
会

　
　

▽
東
北
・
関
東
甲
信
越
卸
商

業
団
地
連
絡
協
議
会
交
流
会

（
～
４
日
）

４
日
▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
回

勉
強
会

７
日
▽
公
共
施
設
等
視
察
会

　
　

▽
県
中
小
企
業
組
合
士
会
総
会

８
日
▽
第
２
回
集
団
健
康
診
断

（
～
11
日
）

10
日
▽
第
７
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　

▽
第
３
回
問
屋
町
従
業
員
モ

ニ
タ
ー
会
議

11
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

（
青
森
大
学
）

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
２
回

役
員
会

20
日
▽
第
３
回
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊

28
日
▽
第
５
回
理
事
会

29
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
４
回

街
頭
指
導

【
２
０
２
０
年
組
合
員
新
年
会
】

日
時　

２
０
２
０
年

　
　
　

１
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

場
所　

ホ
テ
ル
青
森

　
　
　

３
階
「
孔
雀
の
間
」

会
費　

１
人　

３
，
２
０
０
円

（
税
込
）

　
　
　

※
複
数
で
の
参
加
可

〆
切　

２
０
１
９
年

　
　
　

12
月
13
日
（
金
）

　

組
合
員
新
年
会
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
、
お
申
し
込
み
は
卸
セ

ン
タ
ー
総
務
部
（
☎
７
３
８
　

︱　
４

７
１
１
）
ま
で
。

　
　

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予

防
接
種
（
１
日
目
）

31
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式

（
荒
川
小
学
校
）

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

３
日
▼
総
務
届
出
実
務

10
日
▼
給
与
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
・

社
保
税
金
編
①

15
日
▼
給
与
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
・

社
保
税
金
編
②

17
日
▼
給
与
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
・

社
保
税
金
編
③

24
日
▼
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　

前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
公

立
大
学
の
八
桁
理
事
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　

近
年
、
大
学
を
取
り
巻
く
状

況
の
中
で
大
き
な
問
題
は
、

少
子
化
に
伴
う
18
歳
人
口
の

減
少
で
あ
る
。
長
年
、
減
少

傾
向
に
あ
る
18
歳
人
口
が

２
０
１
８
年
か
ら
急
減
し
て
い

く
「
２
０
１
８
年
問
題
」
が

い
よ
い
よ
到
来
し
た
。
こ
こ

数
年
、
全
国
の
18
歳
人
口
は

１
２
０
万
人
台
で
横
ば
い
で

あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
８
年

に
１
１
８
万
人
、
２
０
２
５
年

に
は
１
０
９
万
人
と
急
激
に
減
少

し
て
い
く
。
こ
の
問
題
は
、
特
に

人
口
減
少
が
著
し
い
地
方
の
小
規

模
大
学
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
志
願
者
数
の
減
少
や
定
員

確
保
に
相
当
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
中

で
、
地
方
の
大

学
が
生
き
残
っ

て
い
く
た
め
に

は
、
大
学
や
自

治
体
、
地
域
社

会
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
進
め
な

が
ら
地
域
に
学
生
を
呼
び
込
む
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
青
森

市
に
は
６
つ
の
大
学
・
短
大
が
あ

る
が
、
平
成
29
年
に
大
学
や
地
域

の
活
性
化
に
連
携
し
て
取
り
組
む

た
め
、
６
大
学
等
と
青
森
市
、
青

森
商
工
会
議
所
が
協
定
を
結
び
、

産
官
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
形
成
し
た
。
昨
年
か
ら
本
格
的

に
活
動
を
開
始
し
、
共
同
で
の
学

生
募
集
や
若
者
向
け
企
業
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
共
同
で
の
公
開
講

座
の
開
催
、
食
育
検
定
を
は
じ
め

と
し
た
健
康
・

福
祉
の
増
進
、

共
同
研
究
な
ど

に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

こ
の
中
で
、

昨
年
「
６
大
学

生
の
消
費
活
動
に
よ
る
経
済
効
果

の
推
計
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

だ
共
同
研
究
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
。
各
大
学
等
の
１
年
生
を
対

象
に
、
住
居
費
、
食
費
、
交
通
費

な
ど
の
消
費
額
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に

各
大
学
等
の
年
間
消
費
額
を
推

計
し
、
県
内
に
生
じ
る
直
接
効

果
と
間
接
波
及
効
果
を
含
め
た

経
済
効
果
を
試
算
し
た
。
そ
の

推
計
結
果
は
、
直
接
効
果
が
約

25
億
円
、
間
接
効
果
（
生
産
誘

発
額
）は
約
35
億
円
と
な
っ
た
。

ま
た
、
６
大
学
等
の
学
生
数
は

約
４
，
８
０
０
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
学
生
が
居
住
し

消
費
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

に
相
当
な
経
済
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
、

大
学
の
存
在
す
る
こ
と
の
意
味

は
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

大
学
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
今
後

も
地
域
の
大
学
が
協
働
し
て
産

官
学
の
連
携
を
一
層
強
め
、
大

学
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。（
完
）
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合同清掃で草刈り実施

問屋町緑のボランティア隊

ユアテックボランティア清掃

㈱日立物流東日本
青森係　係長

小松 雄二  氏

10
月
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
施
設
と
し
て
見
学
し
に

行
っ
た
秋
田
市
「
亀
の
町
」
の

公
共
施
設
視
察
は
刺
激
的
で
し

た
。
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
に
関
わ
ら

ず
満
席
の
中
古
物
件
の
カ
フ
ェ
。

今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ヤ
マ
キ
ウ
南
倉
庫

は
、
お
し
ゃ
れ
な
家
具
店
・
輸
入
ぬ
い

ぐ
る
み
店
な
ど
面
白
い
複
合
施
設
で
し

た
▼
こ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

「
亀
の
町
」
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
っ

た
そ
う
で
す
▼
こ
れ
を
仕
掛
け
た
秋
田

市
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
シ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ズ

代
表
・
東
海
林
氏
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
力
に
脱
帽
で
す
▼
転
話
題
。
今

回
も
歴
史
・
文
化
テ
ー
マ
の
第
４
回
、

青
森
県
の
「
大
石
・
石
神
信
仰
」
に
つ

い
て
で
す
▼
小
舘
衷
三
の
『
津
軽
の
民

間
信
仰
』
に
よ
る
と
「
石
は
重
く
て
魂

が
こ
も
る
と
い
う
信
仰
は
、
さ
ら
に
巨

巌
・
大
石
に
神
霊
が
宿
り
、
神
聖
な
場

所
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
。
こ
の

こ
と
は
岩
座
い
わ
く
ら
信
仰
と
し
て
全

国
的
見
ら
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
▼
青
森

県
で
は
、
岩
木
山
の
北
側
の
赤
倉
か
ら

大
石
神
社
そ
し
て
北
麓
の
巌
鬼
山
神
社

と
続
く
、
信
仰
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ラ
イ
ン
は
、
北
に
延
長
す
る
と
岩

木
川
・
川
倉
地
蔵
（
五
所
川
原
市
）・

十
三
湖
と
な
り
ま
す
が
、
岩
木
山
古
信

仰
の
聖
ラ
イ
ン
と
も
呼
べ
る
ラ
イ
ン
で

す
▼
次
に
石
神
信
仰
の
代
表
が
青
森
市

入
内
に
ゅ
う
な
い
の
石
神
様
で
す
。
こ
の
石

神
様
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
青
森
市
の

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
小
牧
野
遺
跡
の

後
背
地
に
あ
り
ま
す
▼
こ
の
入
内
石
神

様
は
、
現
在
で
は
参
拝
者
は
希
少
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
奇
妙
な
巨
石
群

は
江
戸
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
▼
ご
神
体
は
火
山
性
の
三
メ
ー

ト
ル
近
い
巨
塊
で
す
。
何
度
か
参
り
ま

し
た
が
、
一
人
で
は
往
け
な
い
、
行
き

た
く
な
い
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
な
不

気
味
な
場
所
で
す
▼
「
津
軽
の
民
間
信

仰
」
は
多
様
で
す
（
藤
本
）

　

今
年
度
最
後
と
な
る
問
屋
町
合

同
清
掃
が
10
月
10
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
、
組
合
員
及
び
関
連
企
業

従
業
員
２
０
８
名
に
よ
り
ご
み
拾

い
や
草
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
た
。

同
清
掃
活
動
は
４
月
か
ら
10
月
ま

で
全
７
回
実
施
さ
れ
た
が
、
今
年

度
は
天
気
に
恵
ま
れ
一
度
も
延
期

す
る
こ
と
な
く
活
動
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
１
２
４
社
か
ら
延

べ
１
，
４
９
３
名
が
参
加
し
、
団

地
内
の
景
観
美
化
が
図
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
10
月
20
日
（
日
）
に
は

問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に

よ
る
今
年
度
最
後
の
活
動
が
実
施

さ
れ
、
隊
員
と
そ
の
家
族
18
名
が

参
加
し
た
。
今
回
は
問
屋
町
南
側

枝
線
道
路
の
下
枝
刈
払
い
と
街
路

樹
桝
の
除
草
作
業
を
実
施
。
今
年

度
の
活
動
は
計
３
回
行
わ
れ
、
延

べ
87
名
が
参
加
し
た
。
同
隊
は
除

草
作
業
等
の
ほ
か
団
地
内
緑
地
へ

の
花
苗
植
栽
も
実
施
し
て
お
り
、

問
屋
町
の
景
観
美
化
推
進
に
尽
力

し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
10
月
１
日
（
火
）

に
は
問
屋
町
に
隣
接
す
る
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
と
そ
の
関
連
会
社
に
よ
る

地
域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
た
。
１
２
０
名
の
参

加
者
に
よ
り
同
社
周
辺
及
び
問
屋

町
大
通
り
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た

り
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
。
同
社
は

問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の

活
動
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
問
屋

町
の
景
観
美
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　

問
屋
町
の
美
化
推
進
活
動
は
組

合
員
及
び
関
係
各
社
の
協
力
に
よ

り
年
々
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、

次
年
度
以
降
も
積
極
的
に
推
進
す

る
。

　

今
回
は
㈱
日
立
物
流
東
日
本
東
北
営

業
部
青
森
係
の
小
松
係
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　

同
社
は
日
立
製
作
所
の
輸
送
業
務
を

請
負
う
子
会
社
と
し
て
昭
和
37
年
に
茨

城
県
に
設
立
。
貨
物
の
輸
送
・
配
送
や

精
密
機
器
・
重
量
品
な
ど
の
運
搬
・
搬

入
、
電
機
機
器
の
組
立
・
梱
包
・
発
送

等
を
主
な
事
業
内
容
と
し
、
茨
城
県

及
び
東
北
６
県
を
中
心
に
お
客
様
の
物

流
業
務
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
立
物
流
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
国
内
物
流
の
み
な

ら
ず
国
際
物
流
に
つ
い
て
も
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
日
立
物
流
グ
ル
ー
プ
は
３
Ｐ
Ｌ

（
シ
ス
テ
ム
物
流
）の
先
駆
者
と
し
て
、

豊
富
な
実
績
に
基
づ
く
提
案
力
で
お
客
様

の
物
流
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
常
に
進
化
の

歩
み
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
資
材
調
達
・

生
産
か
ら
、
販
売
や
流
通
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
ま
で
様
々
な
物
流
業
務
を
包
括
的
に

受
託
し
、
物
流
合
理
化
を
実
現
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
物
流
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
よ
り
コ
ス
ト
低
減
を

可
能
と
し
、
お
客
様
の

コ
ア
事
業
拡
大
を
支
援

い
た
し
ま
す
」
と
話
す
。

　

同
社
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
伺
う
と
「
青
森
係
で
は

主
に
重
量
機
工
の
搬
入
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。
工
場
内
の
機
械
設
備
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の

大
型
医
療
機
器
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
、
長

年
培
っ
て
き
た
高
い
専
門
技
術
と
ノ
ウ
ハ

ウ
で
最
新
鋭
の
特
殊
機
材
を
駆
使
し
、
安

全
か
つ
確
実
に
輸
送
・
移
設
し
ま
す
。
日

立
物
流
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
佐
川
急
便
と

の
協
創
で
両
社
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
た

事
業
拡
大
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　

自
身
の
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
く
と

「
重
量
機
工
の
取
扱

い
を
主
と
す
る
青
森

係
で
は
、
屋
外
で
の

作
業
が
多
く
天
候
等

に
左
右
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
社
員
の
勤
務

時
間
が
長
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
今
後
は
働
く

環
境
を
整
え
社
員
が
早
く
帰
宅
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
と
て

も
達
成
感
の
あ
る
仕
事
な
の
で
そ
の
魅
力

に
磨
き
を
か
け
る
職
場
づ
く
り
と
青
森
出

身
の
人
材
育
成
に
注
力
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
答
え
た
。

　

茨
城
県
出
身
で
昔
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
実
業
団
に
所
属
し
て
い
た
ほ
ど
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
小
松
係
長
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
話
が
及
ぶ
と
「
マ

ラ
ソ
ン
が
好
き
で
、
青
森
に
来
て
か
ら

は
『
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
マ
ラ
ソ
ン
』
や

『
走
れ
メ
ロ
ス
マ
ラ
ソ
ン
』
に
参
加
し

ま
し
た
。
メ
ロ
ス
マ
ラ
ソ
ン
で
は
ゴ
ー

ル
か
ら
鉄
道
で
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
戻

る
シ
ス
テ
ム
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、
走

り
き
っ
た
後
の
達
成
感
が
何
と
も
言
え

ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
八
甲
田
山
や
岩
木

山
登
山
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
山
登
り

の
魅
力
を
発
見
し
ま
し
た
。
青
森
で
の

冬
は
走
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
昔
や
っ
て
い
た
ス
キ
ー
を
復
活

さ
せ
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
」
と

微
笑
む
。　
　
　
　
　
　
　

（
54
歳
）
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